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問題46

（解答例）

①治療について

インスリン療法➡製剤の種類や単位も間違えや打ち忘れがないように、また、注射部位の観察（腫脹や硬

結注射部位のずらし方）

シックデイ対策➡食欲不振、下痢・嘔吐などで食事摂取量が低下するときも、インスリン注射の中止によ

りケトアシドーシスにならないように、糖質を含むものを少しでも摂り、こまめに毛っと測定をする。摂

取不能時は受診する

低血糖への対応➡低血糖症状の自覚（症状と血糖値の関係を知る）と補食（ブドウ糖錠とビスケット類）

の携帯

②家庭・学校生活について

食事➡食事制限はなく（成長発達に必要）学校給食を食べてよい。カーボンカウントを実施している場合

は、給食の献立からカーボを計算して追加インスリン量を決める

生活➡規則正しい生活を行い感染予防（手洗い・うがいなどの習慣化）

学校・友達の理解と協力➡低血糖時の補食や血糖測定、インスリン注射についての周囲への説明と協力


